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ベ ニ バ ナ （Carth α mus 　 tinctorius 　I．．）に お け る

　　　種 子 収量 お よび収量構成要 素 に対す る

　　　　　　　　葉 お よび 苞の寄与

林 　 久 喜 ・花 田 毅

　　〔筑 波 大 学農林学系 ・

昭 和 60 年 7 月 31 日 受理

　ベ ニ バ ナ は i：茎 お よ び 側枝 の 先端 に 頭 花 を着生

し
419 ），花弁中の 赤色色素 〔カ ル サ ミ ン 〕 あるい は種

子中の 油 を生 産 目的 と して栽培 され る作物
9115 ）

で あ

る．袖料作物 として の 個体 当 た り種 子収量 は 個体 当

た り頭 果数 と頭 果当 た り種 子 数な ら び に 種 子 粒 重

に よ っ て 決定 さ れ る．ベ ニ バ ナ で 行 わ れ た 二，三 の

剪 葉 実 験
ls ，U ）

で は 剪葉 に よ り種 子収 量 が 減 少 し た

か，こ れ は 葉面積 が 収量 に 大 きく関与 して い る こ と

を示 した もの で あ る．

　
．．一

方，開花期 に お け るベ ニ バ ナ 個 体群 で は，頭 果

に 着生 す る 緑 色 の 苞
4）
が，葉 と苞 の 合 計面 積 の 15

− 20％ を 占 め，か つ ，受光上 有利 な 高 い 位 置 に 分 布

し
3 ），また，光強度 500　W ／mZ ，葉 温 23℃ ドに お け

る光 合 成 速 度 が 完 全 展 開 葉 で 22− 28mgCO2 ／dm2〆

h，苞 で 11　− 24　mg 　CO2／dm2／h で ， 苞 自身も か な り

高 い 光合 成能 力を持 つ （未発表）．さ らに ，苞 の 切 除

が 収量 を低 トさ せ た報告
81

も あ り，こ れ ら の 事実 か

ら苞 も収 量 に 貢献 して い るこ ヒが 推 察され る．また，

ベ ニ バ ナ 以外の 作物 で も，葉 以 外 の 緑 色器 官が 収量

に 貢献 して い る事例
5’6’13 ）が 知 られ て い る．そ こ で 本

実験 で は ，ベ ニ バ ナ の 種 チ登 熟 期 間 中 に お け る 葉 お

よび 苞 の 種 子収量 お よび 収 量構成要素に 対する 役割

と そ の 相彑関係 を知 る 目的 で ，葉 また は 苞 の 切 除実

験を行 い ，ベ ニ バ ナ の 種 子収 屋：に対す る葉な ら び に

苞の 物質生産 ヒの 役割 を検討 した ．

材 料 と 方 法

　 品 種
“
もが み べ に ば な

”
を用 い て ，1984 年 に ポ ッ

ト試験 を行 っ た．30分 間蒸気消毒を行 っ た埴壌上 を

1／5000a ワ グ ナ ーポ ソ トに 乾 土 重 で 1．82　kg 充嗔

し，1 ポ ッ ト当 た り高度 化 成 肥 料 （N ，P20s
，
　K20 各

14％　含有）ユ5g ，　熔 均比燐 目巴　〔P2052  ％　含有）21　g

お よ び 樹皮堆肥 100g を全量基 肥 と して 施 し た ． 5

月 3 日 に 1 ’t ノ ト当 た り 6粒播種 し， その 後間引 き

を行 ・・
， て 1 ポ ’

／ ト 2本植 え に し，収穫 まで 屋外 で 生

育 させ た．1 日 1〜2 回灌水 を行 い ，十壤水分 を最大

容水量 の 7 ％ に維持 した．

　主 茎頭花 の 開花始期 は 概ね 7 月 2 日 で あ っ た．開

花期 の 茎長 は 約 65　cm ，個体 当 た り 4〜5本の
一

次 側

枝 を着生 して い た．一次 側枝 も既 に 頭花 を着 け，開

花 に 近 い 状態 に あ っ た．開花始期 に は 主茎 お よび側

枝 の 伸 長 生 長 は 既 に終 了 して お り，葉 お よび 苞 の 面

積 の 拡大 も終 f して い た．7 月 5 日 に 主茎 頭 花 が 開

花 した 個体 を対象 と し て，同 日，以 下の 5 種類 の 処

理 を行 っ た ．A 区 ：無処理 （対照 区〕，　 B 区 ：主茎

葉 を切除 C 区 ：個体 の 全葉 住 茎葉 お よ び 側枝葉）

を切 除，D 区 ：個 体 の 全苞 を切 除，　 E 区 ：個体 の 全

葉およ び 全苞 を切除，なお ， シ ン クの 容量を揃え る

た め ，何 れ の 区 の 個 体 も，上 位 3 本 の 側枝 を残 して

他の 側枝 は 切 除 した ．処理 個体数 は 各区 2  個体 と し

た。

　葉 お よ び 苞 の 面積 は ，処 理 開始時 に 主茎頭花 が 開

花 した個体 を同 日 10個体採取 して LI−COR 社製携

帯面積 計 （LI−3DOO）を用 い て 測定 した ．収穫期 の 調

査として は，8 月 5 日 に全植物体 を採取 して 70℃ で

通 風 乾 燥 を 行 い ，茎 ，葉 ，頭 果 お よ び 種 r一の 乾物 重

と種子数 を測定 した ．また ，側枝番号 は，最上位 の

側枝 を第 1側枝 と L，下位 に 向 か っ て 第 2，第 3側 枝

と した．

結 果

　1． 開花始期 に お け る茎長 ， 葉数 ， 苞数，葉面積 お

よ び 苞 面 稷 （第 1 表）

　開花期 に お け る 卞 茎の 平均 茎長 は 65cm で，主茎

は 平均 して 27枚 の 葉 と 17枚 の 苞 を着生 して い た．

側 枝 の 茎 長 は 平 均 9cm 程 度 で ，下位篩側枝 ほ ど 長

か ・
っ た．また，側枝葉数 は 1側枝 当た り 6 枚内外 で ，

it茎 の 1！5程度 で あ っ た．1側枝 の 葉数 は 下位節側

枝 ほ ど 多か っ た が ， 側 枝 頭 果 の 苞数に は 節位 に よ る

違 い が 見 ら れ ず平均 14．6枚 で あ っ た ．な お ，
一
辷茎，
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Table 　1、　 Length　of　main 　stem ，　number 　of 　leaves　and 　bracts，　area 　of 　leaves　and 　bracts，　and 　bract　area

　　 rati  
L ）
　at　the　first　 flowering　stage 　in　saff】ower 　plallts，

Plantpart Stem　 　　　NUmber
length　　　　　　　　of

〔cm ）　 　 　 　 　 　 1eaves

Numbcr
　 ofbracts

Area　 ofleaves

〔cmZ ）

Main 　stem

lst　branch2）

2nd　branch
3rd　 branch
T 〔＞tal

16．914
．314
．914
．760
．8

228．3
　 8．511

．313
．e261
，1

Area　 of 　　　 Bract　 area
bracts　　　　　　ratio1

）

〔Cm2 〕　　　　　　　 1：％｝

65．47
．29
．110
．4

27．05
．U5
、96
．744
．6

ユ1．99
．410

．411
．342
．9

5．〔｝
52．547
．946
．514
．且

Notes　1：｝ Ratio　 of 　bract　 area 　 to　the　 tota ］area 　 of 　leaves　 and 　bracts．
　　 2｝ The　uppermost 　branch　is　referred 　to　 as 　the　lst　branch．　The

鹽
branches　were 　 numbered 　in

　　 　　descending　c｝rder 　fro置n 　the　top，
　　 3） Each　 value 　is　the　Inearl 　of 　IO　plants ．

Tuble 　2．　 Effects　 of 　reni ｛，val 　 （｝f　leaves　and 〆or 　bracts　on 　dry　 weight 　 of 　 stem ，　leaves　and 　heads　in

　　 safflower 　P］ant9．　at　 maturity ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cg）

Stem Leaves Ilead〔s ：

Plot1’ MS2 ， B2） MS B MS B Total
Bracts　　Others　　 Bracts　　Others

A

B

C

D

E

2，49　　　　　0．30
q 〔｝0　 ｝　 1

「
100　 1・

2 ．48 　　　　0．26
げ　99，6）　　　1：　86、7旨

2．33　　　　　0 ．23

：93．61　　　 76．71
2．54　　　　　0．28
〔102．0〕　　 193 ．3
2．27　　　　　0．27

〔　91．2）　　 1：　90．  1

1、48　　　　1）．26
．100　 1　 〔1〔｝〔〕　 〕

0．　 　 　 0、35
旨　　〔｝　　、　　〔134，6〕

o．　 　 　 o．
1 〔〕 ）　 ｛ o　）

1．65　　　　0．25
Llll ．5）　 〔　96．lb
l｝、　 　 　 o．
：：　 o　 〕　 l　 o

〔）．151100
　 〕

｛〕．15qOO
．Ole

．14193
，3〕

0．
1　 0　 10

．
　 o　 〕

1．46　　　　　0，35　　　　　4、90　　　　　　11，38
：1〔｝0　 ｝　　 （100　 〕

1．01　　　 0、34
〔　69．2）　　　〔　97．1｝
0，94　　　　　0．33
1：64，4｝　　

「
　94．3）

1、46　 　 　 0．
il／OO．  　 〔 0　）

0．89　 　 　 0、
1　61．〔｝）　　 I　 o　　）

（1〔〕〔｝　 〕　　　 〔1  O　　I

3，11　　　　　　 7．69

（　63．5｝　　　「　67．61

2．41 　　　　　6．39

49，21　　　 〔　56．2＞
4、55　　　　　　10．73
1　92、9）　　　 11　94．3）
18 〔1　 　　　 5．23
　36、7〕　　　　1　46，0：3

N 【）tes　1｝ A ； no 　treatment ’lcontrol ），B ：leaves　on 　the 　main 　stem 　were 　rernoved ，　C ； leaves　on 　the

　　 　　 mah ユ stem 　and 　branches　were 　removed ，　D ：bracts　on 　the　main 　 stem 　and 　branches　were

　　 　　rernoved ，　E； all　leaves　arld 　bracts　were 　removed 、
　 　 2｝ MS ：main 　stem ，　B ：branches（sum ）．
　　 31　The 　vaiue 　in　the　parentheses 　shf ｝ws 　the　perceロtage　to　the　control 　pl  t．

側枝 と も開花始期 に は ほ とん ど 全 葉 が 緑 色を保 っ て

い た．主茎 頭 果 は 側枝頭果 に 比 して 苞 面積 か 大 き

か っ た が，主茎 で は葉と 苞 の 合計面積 に 対す る苞 面

積 の 割合 は 5％ 程度 と 著 しく小 さか っ た．．一一
方 ， 側

枝 で は 何れ も 50％ 程度 で 著 しく大き く，個体全体 で

は 14％ 程 度 で あ っ た．

　2． 器官別 乾物 重 （第 2表）

　対照区 の 完 熟期 に お け る 乾 物 重 の 割合 は ，茎 が

25％，葉 15％，頭 果 60％ （うち，苞 が 4％〕で あ り，

頭 果 の 割合 か 大 き か ・」 た。葉 ま た は 苞 の 切 除 に よ り

全乾物 重 が 対 照 区 に 比 し て 顕 著 に 減 少 し ， 特 に 頭 果

で 減 少 が 大 き く，中で も苞 以 外 の 部位 で 減少 が 著 し

か っ た ．主茎頭 果 庖 以 外） に つ い て み る と全 苞 切

除 （D ＞区 で は 対照 区 と差 が み られ な か v た の に 対

し，B 区 ，
　 C 区お よ び E 区 で は 対照区 の 61〜69％

に減 少 し，卞亳葉の 除 去 が 主茎頭 果 の 乾 物 重 を 著 し

く減 少 させ た．側 枝頭果 も
．
ヒ茎葉切 除 （B ）に よ っ て

対照区 の 64％ に ま で 減 少 し，全 葉 切 除 〔C），更 に 全

葉 ・全 芭 切 除 （E）に よ っ て そ れ ぞ れ 49％，37％ に

ま で 減 少 し た。側枝頭 果 で は 主茎頭果 の 場合 と異な

り，全苞 切 除が 約 7％ 減少させ た ．い ず れ の 処 理 区

に お い て も，処 理 に よ る側 枝頭 果 の 減 少 率は す 茎 頭

果 の 減 少 率 よ り も大 き く，1則枝 頭 果 は 葉 お よ び 苞 の

切 除の 影響 を最 も強 く受 け る器官 で あ っ た ．

　3．種子収量 お よび収量構成要素

　第 3 表 に は 種 子 収 量 に 岐 ぽ す葉 ま た は 苞 の 切 除 の

影響 を示 した．対 照 区 に お け る種 了
．
収量 は，t．．1 に

比 して 側技 で 多 く，また，側 枝 で は ト位 節側枝；3 ど

多 く，第 3 側枝 は 主 茎 の 約 1．4 倍 で あ っ た ．個 体 当た

りの 種 壬収量 は ，D 区，　 B 区，　 C 区，　 E 区の 順 に ，
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Table 　5．　 Contribution〔％四 〇f　source 　leaves　and ！or 　bracts　to　the　seed 　yield　 and 　yield　components

　　 of 　main 　stem ，　branches　and 　whDle 　plant　in　safflower 　plants．

ContributorU）
　 　 Other
source 　partss

〕

Main 　　 　Branches
stem 　 　 　 　 tota1

Wholeplant

1冫 To　 seed ｝ゴ‘尹’4

1eaves　 of　 main 　 stem 33．3 40．2 38．7

leaves 〔｝f　branches maill 　 stem 　leaves　rem 〔Dved 13．2 322 27．8

al ］leaves

all　bracts　removed

42．1　　　　　 59．4

47，8　　　　　 75．0

55．868

．7

all　 bracts

a旧 eaVeS 　 remOVed

θ、

9．9

9．644

．3

7、534

．6

all　 ieave5　 and 　bracts

2　 1， 7わ numbei 〔ゾ ∫鰓 ‘is≠，er 　 heaゴ
leaves 〔〕f　rnain 　stel 丁1

47．8

16．8

77．4

22．1

71，1

20．7

］eaves 　of 　branches Inain 　 stem 　leaves　 rem 〔，ved 11．8　　　　　21，8 20，0

all　leaveg．

all　bracts　removed

26．6
− 1，2

39．146
．5

36．635
．6

all　bracts

all　leaves　re 置noved

．当．631

．5

14．z24

．6

12311

，〔1

all　leaves　and 　bracts

3　1， To　lα／　 see’d　 er．，eight

leaves   f　 lllain 　 stem

，e、．1

23．4

54．1

20．6

43．5

21．4

leaves （｝f　branches nlain 　 stem 　leaves　 removed o，5 9．6 8．4

a 旺 leaves

all　bracts　 removed
23．7　　　　　　28．2

48，7　　　　　　51、5
28，05

〔［．8

all　bracts
all 　leaves　 removed

4，729

．5

一一6、627

，9

．6．127

．5

all　 leaves　 and 　 bracts 46，3 48，3 47 ，8

N 〔ltes　1〕 Contribution（％） of　each 　item　presented　in　the 　table、vas 　calculated 　by　the　following　formula，
　　 　　 1eaves〔，f　main 　stem ；〔A −B 〕！A ；leaves　of　branches 恤 ain 　stem 　leaves　were 　removed ）：〔13− C〕！

　　 　　 B ；all　leaves：（A − C：11A （bracts　were 　present 〕and （D − EμDlbracts　were 　rem   ved ）；all　bracts：
　　 　　 〔A ．．D ：1！A 〔all　lerwes　were 　present ）and （C − E｝℃ 〔all　leaves　were 　rem ‘）ved ）； all　leaves　 and

　 　 　 　 bracts： 〔A − Eレ
「
A ．

　　 　 2）Source　part　whose 　contribution 　percentage　is　t〔｝ be　calculated ，

　　 　 3〕 Condition　 under 　 which 　the　contributiDn 　 percentage 　 of 　the　item　presented　in　the　table　is　tQ　be
　　 　　 calculated 　to　sh （，w 　the 　presence 　or 　absence 　of　the　source 　part　other 　than　the　contributor ．
　　 　　 Bar 　means 　that 的 other 　s（〕urce 　part 　than　the　 contributor ¢ oncerlled 　 was 　rerDoved ．

　個 体 の 全 葉
・全 苞 は 個 体 の 種 チ収 量 の 約 70％ に 寄

与 して お り，種 子数 お よび 種
・
子白粒重へ の 寄与率 は

そ れ ぞ
’
れ 44％ お よ び 48％ で，は ば 同程 度 で あ っ た．

ま た，こ れ らの 寄 与率 は 主 茎 よ り も側 枝で 大 き か っ

た．

　個体 の 全葉 は 苞が 存在す る と き個体種子収量 に 約

56％ 寄 撃して い た が ， 苞 が 存在 し な い と きは 寄与率

が 高まっ て 69％ を示 した ．種子数 に 対 す る 全葉 の 寄

与率 は 琶 の 存 否に か か わ らず ほ ぼ 36％ で あ っ た が ，

種 了
．
自 粒 重 へ の 寄 与 率は ， 苞 が 存 在 す る と き約

28％，苞が 除 去 され た と き は 約 51％ の 高 い 値を示 し

た．こ の た め ，苞 が 存在す る と きは 収 量 構 成 要 素 の

中で種 子 数 へ の 寄与 が 大 き く，苞が 存在 しな い とき

は 種子 白粒 重 へ の 寄 与が 大 きか っ た．ま た，種 子 収

量 お よび 収量構成要素 に 対す る寄 与・率 は い ず れ も主

茎 よ り も側枝 で 高 か っ た．
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　 苞 お よ び 側枝葉 の 存在 ドで の 主 茎葉 の 寄与率 は 種

于 収量 に 対 し約 39％ で あ り，種
．
r数，種 子百粒 重に

対 して は い ず れ も 2ユ％ 程度寄 与 し て い た．　
一
方，全

葉 の 種 子 収量 に対す る 寄与率 は 約 56％ で あ り，こ の

数値 と E述 の 主 茎 葉 の 寄 与率 39％ か ら 主茎葉 の 存

在 トで の 側枝葉 の 寄 字率 は 約 17％ と推測 され ，側枝

葉 は ．主茎葉 に 比 して種 了収 量 に 対す る寄与率が か な

り低 い こ とが 推 察 され た．種 f数 お よび 種 t
’・it

一
粒重

に 対す る側枝菓の 寄 与率 を同様に推測 す る と ， そ れ

ぞ れ 16％，7％ と な り，い ず れ も子1茎葉 の 寄 与率 よ

りか な り低 く，ま た，百 粒 重 よ り も種 子 数へ の 寄与

率 が 高 か っ た．

　個体 当 た リ種 r一収量 に対す る 全苞 の 寄与率 は ，葉

が 存在 す る ときは 8％ と低 い 値 で あ っ た が，葉が 除

去 さ れ た と き は 35％ に 及 ぶ 大 きな寄 与率 を示 した ，

また ，苞 の 寄与率 は 辷茎よ D も側枝に 大き く， 特 に

葉 が 除 去 され た と きは 高 い 値 を示 した ．種子数 に 対

す る寄 与率 は 葉 の 存 盃 に か か わ ら ず 11− 12％ 程 度

で あ ・．・た が，種
・1 百 粒 重 に 対 L て は 葉が 除去 され た

と き苞 の 寄 ラ率 が 著 しく高ま り約 28％ を示 した．

考 察

　ベ ニ バ ナ は 生育初期 を ロ ゼ
tt

ト状態で 経過 し ， 次

い で 主 茎 節 間 が 伸 艮 し て 草丈 が 増大 す る
15 ）

，葉 の 分

化 に 伴 い 側 芽 も順次分化 して ゆ き，最 上 位 に あ る 数

個 の 側 芽 が 著 し く仲 長す る
2｝
．開花 は まず 主 茎 頭 花

で 起 こ D，以 降 lt位節 か ら 丁 位 節 の 側枝 頭花 に 向

か っ て 順次開花す る
71
．種 チ収量 は 種 子数と種 子 百

粒重 とで 決定 され る が，著者ら は，開花後 10 日 頃 に

種 子 数 が 決定 さオし 20 冂 頃 に は百粒重 が ほ ぽ 最終f直
に 達す る こ と を観 察し て お り 昧 発 表｝，種 了

．
百粒重

に 比 べ 種 子数 の 決定時期 が 早 い こ と を認 め て い る．

．・
庁，本実 験 に お い て 開 花 期 に お け る ソ

ー
ス と して

の 葉 お よび 苞 の 合計面積 に 対 歩る苞 面積 の 比 率が ，

主 茎 で は 5％ 程度，側枝 で は 50％ 程度，個 体 当 た

りで は 14％ 程度 を占め て い た．ま た，完熟期 に お け

る ソ ー
ス 喋 ＋ 苞） と シ ン ク （頭果．た た

’
し 苞を除

⇔ の 量 は，乾 物重 で そ れ ぞ れ 2．24g お よび 6．36　g

で あ っ た．

　 い くつ か の 作物
11112 ）

で は 光 合成産物 の ソ ー
ス

・
シ

ン ク単位 が 存在す る こ と が 知 ら れ て い る．本 実 験 の

ベ ニ バ ナ に お い て ，種子収量 に 対 す る 主茎葉iの 寄与

率 は 主茎頭 果 に 対 し約 33％ ， 側技 頭 果 に 対 して 約

40％ で、後者 へ の 寄与が大 き く ， こ の こ とか ら セ茎

葉が 側 枝 頭 果 の 登熟 に か な りの 役割を 果 た し て い る

こ とが 示 され た．
一
方 ， 主茎葉除去 下 で の 種 子収量

に 対 す る 側枝 葉 の 寄 与率 は 側 枝頭 果 に 対 して 約

32％ ，主茎頭果 に 対 して 約 13％ で あ り側枝葉 は 側枝自

身の 登熟 に 主 要 な役割 を果た す こ と が 示 さ れ た．し

か し，主茎頭果 に 対す る寄 与率 もなお 無視 し得 な い

もの で あ り ， 側枝 蘂 は 主茎頭 果 の 登 熟 に も関係 して

い る もの と 考 え ら れ た．

　種 r一収量 に 対す る 全苞 の 寄与率 は，他 の ソ ー
ス で

あ る葉が 存在 す る と きは 高 くなか っ た が ，葉 が 除去

され た と きに 著 し く高い 値で あ・っ た。こ の と き，種

子 数 に対 し て は 葉 の 存在 が 苞 の 寄 ワ．率 に 影響 しな

か っ た が ，種 子 百 粒重 に 対す る 苞の 寄与率は 葉 が 除

去 され た と きは 著 し く増大 して 種子収量 へ の 寄与 か

高 ま っ た．
．一

方，苞 が あ る 時お よび な い 時 の 種子収

量，種 f・数 お よび 種子 直 粒 重 に 対 す る葉 の 寄与率 の

様相 も全 く同様で あ D，こ の こ とか ら苞は ソ ー一
ス と

して 葉 と同様 な 役割を果 た す器 官で あ る とみ る こ と

が で き る．

　苞 の 切 除 〔D） は 第 1 側枝 の 種 子 収 量 を 25％ 程

度 ， 第 2 側 枝 で
’15％ 程度低下 させ た か ，主茎 お よび

第 3側枝 に は 影 響を 及 ぼ さ ず，個体 の 種 ；
．
収量 の 減

少 は 約 8％ に と ど ま っ た．PATII、　and 　JADHAv8iは

開花始期 にすべ て の 苞を 切 除 L た と き，頭果当 た り

の 種 子数 が 11％，種子 百 粒 重 が 12％ 低 下 し，ポ …

ト当 た りの 種 子 収 量 が 19％ 低 下した こ と を報告 し

て お t）　，本実験 結 果 よ り種 子 収 量 に 対す る貢 献度 が

高か っ た ．こ れ は，本実験 で は 側枝 頭 果数 を 3 個 に

制限 し た た め ，通常 よ り もシ ン ク量 が 少な い 状態 で

あ り
， 卞茎 お よび 側枝 の 葉 が 着 牛 して い る状態 で は

苞切除 の 影響が 小さ か っ た もの と推察さ れ る，

　葉 が 存在 しない と きの 苞の 種 了収 量に 対 す る寄与

率 は 35％ で あ っ た．葉 が 存在 し な い 時 ， 葉 以外 の 寄

ltj．率，44．2％ 〔− 100 − 55．8），に 占め る 苞 の 寄与率，

7．5％ ，
の 割合 は ， 約 17％ で あ り，こ れ に 比 して 実際

に 観 察 さ れ た 苞 の 寄与率 35％ は か な り 高 い 値 で

あ っ た ．こ れ に は ，い くつ か の 作物
1°’nl

で 知 られ て

い る よ うに， ソ ー
ス の

・
部 が 除去 され た 時 に，残 さ

れ た ソ ー
ス の 純同化率が 上 昇 す る こ と も関与す る も

の と推 測 され る，葉 が 存在す る と きの 苞 の 種子収量

に 対す る寄与率 は 7．5％ で あ っ た．
．一

方，葉お よび 苞

の 寄 与率は 71．1％ で あ り，寄与率 か らみ た （葉 ＋ 苞 ）

に 対す る 苞 の 比 率は 10．5％ と計算 され る．…
方，個

体 で み た 〔葉 ＋ 苞 ｝ 面 積 に 対 す る 比 率は 14．5％ で

あ っ た．苞 は 前述 の ように 葉 に 比 して 受 光．E有利 な

位 置 に あ る こ と，シ ン ク の 頭果 に 近 い 位置 に あ る
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ソ
ー

ス と して の 位 置上 の 有利性 を有 して い る こ とか

ら 考え る と収 量 に 対す る 貢献度 の 比 率 は 面 積 に お け

る比 率 よ り も大きい こ とが 期待 される に もか か わ ら

ず，む しろ小 さ か っ た．こ の 原因の
一一

部 と して 同
一一一

光条件下 で 苞 の方が面積 当 た りの 光合成能力が低 い

こ とが 考え ら れ る．今 後 ，葉 と 苞の 着生角度の 違 い

に よ る受光能 率 の 差 も含 め た光 合成 の 差，転流 等 も

含め て 検討する必要 が あろ う。一一
方， 圃場 で 生育す

るベ ニ バ ナ の 個体群 に つ い て 葉 と照度の 分布を調べ

た結果，全葉面積 の 半 分 以 上 が 相対照度 50％ 以下 の

一
ド層 に 存在 して い た

3｝
，本実 験 は ポ ッ ト実験 で あ り，

下位葉 まで 受光 が 良好 で あ っ た こ と を考慮 す る と，

圃場 で 葉 が 存在す る と きの 種 ∫収量 に 対す る 苞 の 寄

与率 は 本実験 で 得られ た 結果 よ り も高い もの と考 え

られ る．

　個 体 の 全葉 ・全苞 を 切 除 して もな お，対照 区 の

29％ に 当た る 収 量が 得 ら れ た が ，こ れ は 茎部 お よび

頭 果 の 表面に よ る光合成 と，開花時期 まで に 茎中 に

蓄 積 され た貯 蔵 炭 水 化 物 の 転 流 に よ る結果 で あ る と

推察 され る．

45％ で あ っ た．

　 5．種 f一収 量 に 対 す る 全葉 の 寄与率 は ， 苞 が 存 在

す る と き約 56％ で あ り，苞 が 除去 さ れ た と きは 約

69％ と高 ま っ た．苞が 存在す る と きの 全葉 の 種子数

お よび 種 亅
弋 白 粒 重 に 対 す る寄 与率 は そ れ ぞ れ

37％ ，
28％ で あ っ た ．

　全葉 の う ち ， 主茎葉 は個 体の 種 子 収量 に 約 40％ 寄

り・し，主茎葉の 種 r一収 量，種 子数，種 F百粒重 に 対

す る 寄 与率 は 側 枝葉 の 嵜与率 に 比 して 大 きか っ た ．

また，主茎葉，側枝葉共 に 主茎 頭 果 と側枝頭 果 の 両

者の 登熟 に寄 与 して い た．

　6．種 子収量 に 対す る苞 の 寄与率 は ， 葉 が存在す

る ときは 8％ 弱 と小 さ く，葉 が 除去 され る と約 35％

に 及 ぶ 高 い 値 を示 した こ とか ら，苞 は葉 に 代 わ る役

割を有する こ とが 示唆され た．また，葉が 除去 され

た 時 の 苞 の 寄 学率 は 種 子 百 粒 重 に 対 し て 著 し く高

か っ た．

　謝辞 ： 供試 した 種子 は 山 形県立 農業試 験 場 よ り分

譲 し て い た だ い た．こ こ に 厚 く謝意 を表す る，
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摘 要

　ベ ニ バ ナ 個体 に お け る種 子収 量お よび 収 量構 成 要

素 に 対す る 葉 お よび 苞 の 役割 を知 る 目的 で 開花始期

に 葉 ま た は 苞 の 切 除処 理 を行 っ た．

　1．菓 お よび 苞の 合計面積 に 対する 苞 面積 の 比率

は，主茎 で は 5％ 程 度 ， 側枝 で は 5〔｝％ 程度 と，側

枝 で か な り大 き い 値 を示 し た．ま た，個体 全体 で は

約 14％ で あ っ た ．

　 2、完熟期 に お け る 乾物重 の 割合 は，平均 して茎

が 25％，葉 15％，頭 果 60％ 6 ち苞 が 4％）で あ り，

頭果 の 占め る割 合が 著 しく高か った．葉また は 苞 の

切 除 は 茎葉 に 比 して 頭 果の 乾物重の 増加 を抑制 し，

特 に ，側 枝 頭 果 が 顕 著 に 抑 制 さ れ た ．

　3．葉 また は 葉 と苞 の 切 除 処 理 は 種 子 数 お よび 種

了百粒重 を共 に 減少 させ て 種 r収 量を減 少 させ た．

種 子収量 お よ び 種 子数に対す る こ の 影響 は ，主 茎 よ

り も側枝 に 著 しか っ た．種
．
r 百 粒 重 に対す る 影響 は，

主茎 と側枝 が ほ ぼ 同程度 で あ っ た ．

　4．種 子 収量 に対す る 個体 の 全葉
・
全苞 の 寄与率

は 約 70％ で ，全葉
・全 苞 除 去区 で は 個体 当 た り 約

1．3g の 種 釧又量が 得 られ た．こ れ は 対 照 区 の 29％

に 当た り，貯蔵物質並 び に 茎 お よび 頭果表面の 光合

成 に よ る もの と 推察 さ れ た ．種 f’数お ．よ び 種 子 百 粒

重 に 対す る 全葉 ・全苞 の 寄 与率 は ほ ぼ 同程度 で ，約
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Contribution of

      and  YieldLeaves

 and  Bracts to the Seed Yield

Components  in SaMower  Plants

(Carthamus tinctorius L.)

    IIisa

// lnstitute ojyoshi

 H,xy,Nsm and  Kiichi H,xN.xD,x

ilgriculture  and  IL'orestcv, Universit.v of 7suhuba,

  ,Sakura, vYiihari,  Ibaraki 30,5 ,/

Summary

    Leaves and/or  bracts of  saMower  plants were  removed  at the  first flowering stage  of

the head  of  the main  stem,  for the purpose of  obtaining  information as  to the contribution

of  leaves and  bracts to seed  yield and  yield components,  i.e. number  ol' seeds  per head and

100-seed-weight, during maturity.  The  results  are  summarized  as  fo11ows :

    l. The  area  of  bracts is only  5%  of  the total  area  of  leaves and  bracts in the main

stem,  but it reaches  about  50%  in the  branches, The  ratio  in the  whole  plant was  about

14%  (Table 1),

    2, At the maturity,  stems,  leaves and  heads accounted  for about  25%, 15%  and  60%
of  the  total dry weight,  respectively,  Removal  of  leaves and/or  bracts decreased the  dry
weight  of  heads, especially  that  of  the  branches, more  remarkably  than  the  dry weight  of

stems  or  leaves (Table 2).
    3. Removal  of' leaves or  leaves and  bracts decreased the seed  yield through  the

reduction  of  both the number  of  seeds  and  100-seed-weight, Removal of  leaves or  leaves
and  bracts affected  the seed  yield and  number  of  seeds  of  the head  of  the branches more
remarkably  than  those  of  the  main  stem,  and  affected  IUO-seed-weight similarly  in the  head
of  the main  stem  and  in the  head  of  the  branches  (Tables 3, 4).

   4. All leaves and  bracts contributed  to  the  seed  yield of  the  plant by about  70%.

When  all leaves and  bracts were  removed,  seed  yield of  1.3 g was  gained. This seed  yield
was  presumably  contributed  by the  stored  photosynthates and  the  current  photosynthates
during maturity  by the  other  green  parts such  as  the  surface  of  the stem  and  hcad, All
leaves and  bracts contributed  similarly,  by about  45%, to the number  of  seeds  and

100-seed-weight (Table 5), .
    5. 1'he contribution  of  all  leaves to  the  seed  yield was  as  large as  569b when  the

bracts were  present, and  much  larger, i.e. about  69%,  when  the  bracts were  removed.  1'he

contribution  of  ail leaves to the  number  of  seeds  and  IOO-seed-weight was  379i5 and  28%,

respectiveiy,  when  the  bracts were  present (Tab]e 5).
   6. The  leaves of  the  rnain  stem  eontributed  to  the  seed  yield of  the plant by about

40%,  The  contribution  of  the teaves of  the main  stem  to seed  yield, the  number  of  seeds

and  100-seed-weight of  the plant  was  larger than  that of  the branch  leaves. The  leaves of

the  main  stem  contributed  not  oniy  to the seed  yield of  the main  stem  itself but alsoto  that

of  the  branches, Similarly, the leaves of  the branches contributed  to both the  seed  yield of
the  main  stem  and  tha{  of  the branches (rFable 5).

    7. The  contribution  of  bracts to seed  yield was  rather  small,  about  8%,  when  the

leaves were  not  removed,  but it was  very  laTge, about  35%,  when  the  leaves were  removed

(Table 5). The  contribution  ofthe  bracts to lOO-seed-weight when  the leaves were  removed

was  especially  large, It is suggested,  therefore, that the bracts have an  ability  to substitute

for leave$ in the ripening  of  seeds.


